
理科－１１（第６学年） 体感を通して，感受したことを表現する事例
【学習活動の概要】

１ 単元名 電気の利用

２ 単元の目標
生活に見られる電気の利用について興味・関心をもって追究する活動を通して，電気の性質や働

きについて推論する能力を育てるとともに，それらについての理解を図り，電気はつくったり蓄え
たり変換したりできるという見方や考え方をもつことができるようにする。

３ 評価規準
【関心・意欲・態度】
・発電の仕組みや電気の利用，蓄電，エネルギー変換，発熱などに興味・関心をもち，進んで調べ

ようとしたり，電気を利用したおもちゃづくりをしようとしたりする。
【科学的な思考・表現】
・電気の性質や働きとその利用について，自ら行った実験の結果と予想や仮説を照らし合わせて推

論し，自分の考えを表現している。
【観察・実験の技能】
・実験を適切に行ったり，結果について分かりやすくまとめたり電気の性質を利用したおもちゃを

つくったりすることができる。
【自然事象についての知識・理解】
・電気は，つくりだしたり蓄えたりすることができることを理解している。
・電気は，光，音，熱などに変えることができることを理解している。
・電熱線の発熱は，その太さによって変わることを理解している。
・身の回りには，電気の性質や働きを利用した道具があることを理解している。

４ 単元
児童は，日常生活の中で，電気を利用した様々な物を目にし，その便利さの中で生活している。

しかし，電気は，通常，目には見えず，実感しにくいという側面がある。本単元では，生活の中で
使われている電気に興味・関心をもたせ，発電を行ったり，つくった電気を蓄え，それを使ったり
する学習を行う。これにより，電気を使うことの便利さやよさを意識させるとともに，つくり出し
たり，蓄えたり，あるいは，変換したりすることのできる電気の性質についてとらえられるように
する。 また，「エネルギー資源の有効利用」についても考えさせ，日常生活との関連を図りなが
ら，省エネルギーや環境についての理解も深めることができるようにする。

５ 主な学習活動
（１）単元の展開（全１２時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点
第一次 ○手回しラジオを分解した物を見て，発電，蓄電， ・実験方法についての話合いの場

エネルギー変換についての問題をつくる。（1） を設定し，手回し発電機を含め，
○手回し発電機を回して，明かりをつけたり，音を 回路図を描かせる。

出したり，モーターを回したりする。(2:本時 3/12) ・自分の考えを明確にしておくこ
○手回し発電機を回す速さや回数を変えると蓄電さ とにより，進んで話し合いの場

れる電気の量はどうなるか考え，調べる。(2) に参加させるようにする。
第二次 ○電熱線の太さによって発熱の仕方は変わるのかと ・「変換」と いう科学的な 言葉を

いう問題について考え，調べる。(4) 使用して説明させる。
第三次 ○電気の性質を利用した身近な道具を探す(1)

○電気を利用したおもちゃづくりをする。(2)
（２）本時の学習
①目標

手回し発電機で電気をつくり出し，それをいろいろなものに接続して実験することにより，電気
は，光，音，運動などのエネルギーに変換されて使われることを調べ，実験結果から結論を導き出
すことにより，電気の変換について理解することができるようにする。
②本時の展開

○手回し発電機を回して，明かりをつけたり，音を出したり，モーターを回したりして，電気エ
ネルギーを光，音，運動などに変換する。

○手回し発電機で起電したことで，気付いたことや疑問に思ったことを出し合う。
○実験した結果から，何が言えるのか考察し，表現する。
○学習したことをまとめ，学級全体で話し合い，結論を導き出す。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
小学校学習指導要領の第２章第４節理科（第６学年）の２において，Ａ（４）「電気の利用」が

示され，「観察，実験の結果を整理し考察する学習活動や，科学的な言葉や概念を使用して考えた
り説明したりするなどの学習活動が充実するように配慮すること」と示されている。

本単元では，災害用につくられた「手回しラジオ」の提示から学習を始める。これを分解してみ
ると，中には，蓄電器があり，手回し部分によって，そこに電気が蓄えられるという仕組みに気付
き，このことから，問題をつくることにした。

本時では，こうした事象提示から見いだされた「自分でも電気をつくって使うことができるだろ
うか。」という問題について考え，実験を通して調べる学習を行った。電気は，目に見えないもの
であるため，光や音，運動などの目等で確認できる形に変換し，体感を通して実感することで，電
気がつくられているかどうかをはっきりと結論付けることができると考えられる。

このように，体験的な学習を通して，見いだした問題を解決するための方法などを友達と討論し
ながら，実験で確かめられるようにした。

【言語活動の充実の工夫】
○体験的な学習で感受したことを表現する図の活用

本時の学習では，児童一人一人が手回し発電機を使い，「電気は与えられるだけでなく，自分た
ちでつくることができるものである」ことを体感を通して調べられるようにした。児童は，手回し
発電機に豆電球や発光ダイオードを付けて明かりを点灯させることや，電子オルゴールを鳴らすこ
と，また，モーターにプロペラを付けて回すことなどの方法により体感を通して電気が生み出され
ることを調べていった。

その中で，「手回し発電機を５０回回したとき，豆電球はハンドルを回す方が重いが，発光ダイ
オードは軽い。」「手回し発電機同士をくっつけて片方を回すと，回さないほうの発電機のハンド
ルが勝手に回転した。」「回し続けないと豆電球も発光ダイオードも消えて，プロペラも止まる。」
「手回し発電機を早く回転すればプロペラも早く回る。」「電熱線が赤くなってきた。」「電気が熱に変わ
った。太さによって違う。」など，手回し発電機を使って起きる電気の現象について様々な発言を繰
り返していった。こうした気付きや疑問を基にした話合いの場面では，手回し発電機を含め回路図
をかかせて，自分が操作したことを説明させるようにした。回路図を描かせたことで，乾電池や発
光ダイオード，導線，スイッチなどの用語を確認し，並べ方や電気がどこでつくられたか，どのよ
うに流れたかなどを説明することができた。
○科学的な言葉や概念を育成するための説明の場の設定

児童の話合いにおいて，科学的な概念を含む言葉が多く出てくるが，結論をまとめる場面でも，
科学的な言葉としておさえることが大切である。児童は，記述することにより，自分の考えを整理
することができる場合がある。そして，自分の考えを明確にしておくことで，主体的に話し合うこ
とができる。

本時では，「電気は，光，音，運動などに変換することができる。」ことをとらえる際に，「変換」
という科学的な言葉や概念を指導する必要がある。児童は，電気によって明かりがついたり，音が
出たりするといった現象面をとらえることはできるが，それを「変換」という言葉を使って説明す
ることが難しいようであった。実験で感じた手ごたえを基に話し合ったり，それをノートに記述し
たりして，その場その場で説明させながらおさえていくことで，「変換」という科学的な概念や言
葉をおさえることができた。また，ハンドルを回す回数や速度で電流の量が変わるなどの見方や考
え方を，実際の手ごたえと結び付けることで，エネルギー資源の有効利用の考え方の理解につなげ
ていった。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類： ①，③


